
BOOK SHELF

アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）─48

BOOK SHELF

49─アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

ネ
パ
ー
ル
の
入
門
・

概
説
書

東
川　

繁

ネ
パ
ー
ル
は
人
口
約
二
六
○
○
万
人
、

面
積
約
一
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

国
土
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
沿
っ
た
東
西
に

細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
。
首
都
は
カ
ト

マ
ン
ズ
、
主
要
言
語
は
ネ
パ
ー
ル
語
。
イ

ラ
ク
と
同
程
度
の
人
口
規
模
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
同
程
度
の
国
土
面
積
を
持
つ
同

国
は
、
決
し
て
小
国
で
は
な
い
。
し
か
し
、

隣
接
す
る
二
つ
の
大
国
、
中
国
と
イ
ン
ド

に
挟
ま
れ
る
と
い
か
に
も
目
立
た
な
い
。

中
国
と
の
国
境
に
世
界
最
高
峰
エ
ベ
レ
ス

ト
（
ネ
パ
ー
ル
名
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
ー
）
が

あ
り
、
国
内
に
も
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
山
々
が
そ
び
え
る
。
そ
れ
も
あ
っ

て
か
、
わ
が
国
で
の
同
国
に
関
す
る
報
道

は
登
山
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ

の
ネ
パ
ー
ル
が
数
年
前
、
世
界
の
メ
デ
ィ

ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
二
○
○
一
年
に
起
き
た
、
国
王
を
は

じ
め
と
す
る
王
族
の
殺
害
事
件
で
あ
る
。

世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
の
事
件

に
は
不
可
解
な
点
が
多
く
、
国
王
の
弟
の

陰
謀
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
惑
が
持
た
れ

た
。
そ
れ
以
後
の
同
国
は
政
治
的
混
乱
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、
同

国
の
マ
オ
イ
ス
ト
（
ネ
パ
ー
ル
共
産
党
毛

沢
東
主
義
派
）
と
い
う
政
治
勢
力
の
存
在

を
知
っ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ネ
パ
ー
ル
に
関
す
る
日
本
語
の
文
献
、

特
に
単
行
書
は
本
来
的
に
出
版
点
数
が
少

な
い
が
、
年
に
数
点
は
着
実
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
分
野
と
し
て
は
自
然
環
境
関
係
、

文
化
人
類
学
・
民
族
学
関
係
、
社
会
学
関

係
が
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
開

発
協
力
関
係
の
も
の
も
よ
く
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
か
ら
入
門
書
、

概
説
書
と
い
え
る
も
の
を
何
点
か
取
り
上

げ
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
エ
リ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も

の
と
し
て
石
井
溥
編
『
も
っ
と
知
り
た
い

ネ
パ
ー
ル
』（
弘
文
堂　

一
九
八
六
年
初
版　

一
九
九
二
年
補
訂
）
が
あ
る
。
歴
史
、
政

治
、
経
済
等
一
三
分
野
に
わ
た
っ
て
概
説

す
る
。
一
分
野
当
た
り
の
記
述
量
は
少
な

い
。
ま
た
内
容
的
に
少
し
古
く
な
っ
て
き

た
の
で
、
新
し
い
資
料
で
の
補
充
が
必
要

と
な
ろ
う
。
石
井
溥
編
『
ネ
パ
ー
ル
』（
河

出
書
房
新
社　

一
九
九
七
年
）
は
、「
暮

ら
し
が
わ
か
る
ア
ジ
ア
読
本
」
シ
リ
ー
ズ

の
一
冊
。
社
会
、
生
活
、
文
化
面
を
中
心

に
描
く
。「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
国
の
課
題
」、「
家

族
と
カ
ー
ス
ト
」、「
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
最
新

音
楽
事
情
」
な
ど
、
約
四
○
の
項
目
が
あ

る
。
こ
れ
に
類
似
し
た
も
の
に
、
㈳
日
本

ネ
パ
ー
ル
協
会
編
『
ネ
パ
ー
ル
を
知
る
た

め
の
六
○
章
』（
明
石
書
店　

二
○
○
○

年
）
が
あ
る
。
現
代
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
諸

相
を
大
き
く
七
部
門
に
分
け
て
概
説
す
る
。

「
グ
ル
カ
兵
の
そ
の
後
」、「
女
性
の
相
続

権
」、「
ネ
パ
ー
ル
の
医
療
事
情
」
な
ど
、

視
点
は
多
様
で
あ
る
。

歴
史
関
係
で
は
佐
伯
和
彦
『
ネ
パ
ー
ル

全
史
』（
明
石
書
店　

二
○
○
三
年
）
が

あ
る
。
七
七
○
ペ
ー
ジ
近
い
大
著
。
こ
れ

ま
で
イ
ン
ド
と
の
関
係
で
書
か
れ
る
こ
と

の
多
か
っ
た
同
国
の
歴
史
で
あ
る
が
、
本

書
は
ネ
パ
ー
ル
全
域
の
本
格
的
な
通
史
で

あ
る
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
を
概
説
す
る

が
、
古
代
、
中
世
は
特
に
充
実
し
て
い
る
。

政
治
関
係
で
は
小
倉
清
子
『
王
国
を
揺

る
が
し
た
六
○
日｜

一
○
五
○
人
の
証
言

・
ネ
パ
ー
ル
民
主
化
闘
争｜

』（
亜
紀
書
房　

一
九
九
九
年
）
が
、
一
九
九
○
年
の
民
主

化
運
動
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
風
に
描
い

て
い
る
。
著
者
は
一
九
九
三
年
よ
り
ネ
パ

ー
ル
に
在
住
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、

同
国
の
政
治
動
向
に
関
す
る
取
材
を
続
け

て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
英
語
版

K
athm

andu S
pring: The P

eople's 

M
ovem

ent of 1990

が
二
○
○
一
年
に
現

地
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ジ
ュ
シ
ュ

リ
・
タ
パ
『
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
と
人
権｜

王
政
と
民
主
主
義
の
は
ざ
ま
で｜

』（
明

石
書
店　

二
○
○
六
年
）
は
、
ネ
パ
ー
ル

人
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
英
語
図
書
の
翻

訳
。
原
著Forget Kathm

andu: An Elegy 

for D
em
ocracy

は
二
○
○
五
年
に
イ
ン

ド
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
二
○
○
一
年
の

王
族
殺
害
事
件
以
降
の
政
治
的
混
乱
を
描

く
。
本
書
で
は
二
○
○
五
年
二
月
の
軍
事

ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
の
著
者
に
よ
る
追

記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

社
会
関
係
で
は
石
井
溥
編
著
『
流
動
す

る
ネ
パ
ー
ル｜

地
域
社
会
の
変
容｜

』（
東

京
大
学
出
版
会　

二
○
○
五
年
）
が
新
し

い
。
第
一
部
は
ネ
パ
ー
ル
の
政
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
の
近
年
の
変
化
に
つ
い
て
概

説
す
る
。
第
二
部
は
そ
れ
を
背
景
に
都
市

部
、
都
市
近
郊
、
農
山
村
等
の
地
域
社
会

の
変
化
を
分
析
す
る
。
記
述
は
や
や
専
門

的
で
あ
る
。

『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』（
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

各
年
版
）
に
は
ネ
パ
ー
ル
の
項

目
が
あ
る
。
前
年
一
年
間
の
政
治
お
よ
び

経
済
の
主
要
動
向
を
ま
と
め
て
い
る
。
重

要
日
誌
、
国
家
機
構
図
、
主
要
統
計
等
の

参
考
資
料
も
付
さ
れ
て
い
る
。

入
門
・
概
説
書
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い

も
の
の
、
ネ
パ
ー
ル
社
会
の
実
像
を
興
味

深
く
描
い
た
文
献
を
併
せ
て
紹
介
し
て
お

く
。
矢
木
澤
高
明
『
ネ
パ
ー
ル
に
生
き
る

｜

揺
れ
る
王
国
の
人
び
と｜

』（
新
泉
社　

二
○
○
四
年
）
は
、
児
童
労
働
、
マ
オ
イ

ス
ト
、
元
グ
ル
カ
兵
な
ど
を
取
材
し
た
記

録
。
著
者
は
一
○
年
以
上
ネ
パ
ー
ル
の
社

会
問
題
を
追
い
続
け
て
い
る
フ
リ
ー
カ
メ

ラ
マ
ン
。
定
松
栄
一
『
開
発
援
助
か
社
会

運
動
か｜

現
場
か
ら
問
い
直
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

存
在
意
義｜

』（
コ
モ
ン
ズ　

二
○
○
二

年
）
は
、
著
者
が
現
地
で
五
年
間
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
駐
在
員
と
し
て
活
動
し
た
際
の
記
録
。

政
治
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
、
開
発
協
力

の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
点
を
指
摘
し
て
い

る
。（

ひ 

が
し
か
わ　

し
げ
る
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
図
書
館
）


